
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信 

７月号 

No.４ 

７月７日 

校長 

宮脇 教子 

2026 嘉麻市立稲築西義務教育学校 

全学年で考える 「ことば」の重み 

友達と口喧嘩になり腹がたったときなどに、けんか相

手を傷つけようとして吐き出す言葉について、全学年で

考えました。 

不適切な言葉をあえて選び、相手に向かって吐き捨て

ていることがあります。その言葉が、誰かを指す名詞だ

としたら、それを聞いたり、その場に居合わせたりした

人に、つらい思いをさせていることになります。 

自分は、不適切な言葉遣いをしたことはないという人

でも、その場にいて、聞いていた人もいるでしょう。そ

の聞き方にもいろいろあります。一緒になっておもしろ

がって聞いた人、いけないことと思って注意した人、自

分には関係ないと思って傍観者になった人、いろいろだ

と思います。 

これまでの自分や自分たちの言動に正面から向き合っ

て考え合いました。 

言い合いになった人以外の人の行動に着目！ 

■ 近くにいたけど、止められなかった。 

■ いやな言い方やいやな言葉を聞いたけど、注意でき

ない。 

■ 見て見ぬふりをした。 

■ その場からはなれた。 

→嫌われそう 

→何かされそうで怖い 

→悪口を言われそうでいやだな 

→空気を壊しそう 

こんな自分になる！ 

□ 「それ、おかしくない？」「みんな、これおかし

いと思わない？」と問いかける。 

□ これまでは、何も言わずに見て見ぬふりをして

た。やっぱり、注意をすべきだな。まずは、自分

の言動に気を付けることから始める。 

□ みんな心の中では、不適切な言葉を使ってはいけ

ないとわかってはいるけれど、場の空気を崩して

しまう、自分が笑われるかもしれないという恐怖

でどうしても注意できない場合が多いことがわか

った。一歩踏み出して注意したい。 

一人一人の「成長」を次の一歩へ 

 １学期が終わろうとしています。この間、子どもたち

は授業や学校行事、部活動や委員会活動など、さまざま

な場面で力を発揮してきました。毎日の学校生活の中で

見られる「できた」「わかった」という表情、自分の考え

を伝えようとする姿、仲間と協力しながら課題に取り組

む姿が見られます。私たち教職員は、子どもたちの「伴

走者」として、それぞれの歩みに寄り添いながら支援を

続けています。子どもたちが自ら考え、仲間と学び合

い、自分らしく成長できるよう、今後も日々の授業や学

校生活を大切にしてまいります。 

 さて、いよいよ夏休みです。自分で時間の使い方を考

え、生活のリズムを整えながら過ごせるように支えまし

ょう。 

  保護者の皆様には、１学期間、本校教育へのご理解

とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。夏休み

中も、子どもたちが健康で安全に過ごし、笑顔で始業の

日を迎えられることを願っています。そして、夏休みの

さまざまな経験を通して、一回り成長した子どもたちに

会えることを、教職員一同楽しみにしています。 

 


